
学びたいことに合わせて、
自由にコンテンツを
選べるんだね。

〈 光村の国語 〉
完全活用ガイド

令和7年度版

3学年合計

350以上の
コンテンツ

本資料は、一般社団法人教科書協会が定めた「教科書発行者行動規範」に則って作成したものです。内容解説資料

新提案！
書き込む、動かす、力が伸びる

QR 一人一台端末



能動的に
取り組む

学校でも
家庭でも

自ら   選ぶ

表現テーマ例集

「文法への扉」ワーク

3 学年合計

350以上の
コンテンツ

光村図書の新しいQRは    一人一人の学びに寄り添う

筆者・作者インタビュー動画

表現テーマ例集

一人一人の興味・関心や課題に応じて、主体的に選択し、活用できる QRコンテンツを     350以上収録。生徒の個性、思いや願いに、光村図書の QRコンテンツが応えます。

苦手なことを
克服したい

聞く力を
高めたい

自分の学力を
確かめたい

学びを次に
生かしたい

自分に合う
テーマを
見つけたい

書くことのミニレッスン
4ページ

話し合いを聞いて評価する 6ページ

国語の力試し（CBT）
5ページ

学びの地図（「学びのカギ」一覧） 6ページ

3 2



140

⃝日常 理科や社会の授
業でレポートを書く。

⃝将来 広告に示された
図表の効果を評価する

。

目
標

生
か
す

書く　報
告
の
文
章
を
書
く
と
き
に
は
、
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。
身
近
な
テ
ー
マ

に
つ
い
て
の
統
計
資
料
な
ど
を
引
用
し
、
調
べ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
レ

ポ
ー
ト
を
書
こ
う
。 資

料
を
引
用
し
て
報
告
す
る

根
拠
を
明
確
に
し
て
書
こ
う

⃝�引用のしかたを理解
し、活用する。（知る

）

⃝�根拠の明確さなどに
対する友達の助言をふ

ま

え、自分の考えが伝わ
る文章を書く。（書く

）

集
め
る
・
整
理
す
る

課題を決め、調べる 

・�144〜145 ページの
資料などを参考に

しながら、課題を決め
、情報を集める。

1
144
ページ

組
み
立
て
る

構成を考える

・�レポートの体
てい

裁
さい

や引用のしかた、出典

の示し方を確かめる。

・�集めた情報を整理し
、レポートの項目

ごとに、書く内容と順
序を考える。

2

表
現
す
る

レポートを書く

・�引用のしかたに注意
して、調べたこと

や考えたことを文章に
まとめる。

・�引用のしかたや、根
拠の明確さなどに

ついて助言し合い、推
すい

敲
こう

する。

3
ICT

共
有
す
る

交流する

・�友達とレポートを読
み合い、資料を適

切に引用できているか
などについて、

伝え合う。

4

振り返る
143
ページ

書
く
こ
と
の

ミ
ニ
レ
ッ
ス
ン

ICT

発
想
を
広
げ
る

282
ページ

全国学力・学習状況調査でも導入予定のC B T※が、Q Rコンテンツになりました。各学年に、 
教科書掲載の問題と発展問題を収録。テスト形式で、資質・能力が身についたかを確認できます。

デジタル端末上で解答できる練習問題で、教材のポイントを短時間で押さえられます。
授業の導入はもちろん、家庭学習でも活用できます。

C‌B‌Tで資質・能力を確認 練習問題で文章上達のコツをつかむ

国語の力試し 書くことのミニレッスン

これまでに学んだことが
身についているか、
確認したいな。

レポートを書くときって、
何に気をつければ
いいんだろう？

1年 P140
「根拠を明確にして書こう」

解答は
テキスト
入力！

自己採点だから、
自らの学習を
調整する力
が身につく！

教材冒頭の
QRコードから

各領域の
 問題を収録！

　みんなが読むものだから、
書き言葉に直したほうが

いいんだね。

お試しは
こちら

お試しは
こちらNew New

書き込めるQRコ ンテンツで学びが変わる！国語科初!!

※ Computer Based Testing：コンピューターを使用した試験のこと。 

※ タブレット端末または
PCでご利用ください。

※ タブレット端末または
PCでご利用ください。

5 4



183 価値を語る ● 話し合いの流れを整理しよう

話す
聞く

［ 

話
し
合
い（
進
行
） ］

話
し
合
い
の
流
れ
を
整
理
し
よ
う

　話
し
合
い
で
一
定
の
結
論
を
導
き
出
す
た
め
に
は
、
進
行
役
が
全
体

の
流
れ
を
整
理
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。
こ
こ
で
は
、
意
見
の
内
容
や
意

見
ど
う
し
の
関
係
に
気
を
つ
け
て
整
理
す
る
練
習
を
し
よ
う
。

や
っ
て
み
よ
う

①		

進
行
役
の
最
後
の
発
言
に
続
く
形
で
、
参
加
者
か
ら
出
た

意
見
を
ま
と
め
よ
う
。

　で
は
一
度
、
み
ん
な
の
意
見
を
ま
と
め
ま
す
。

②		

184
ペ
ー
ジ
下
段
の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
、
①
で
ま
と
め

た
意
見
を
見
直
そ
う
。

③		

②
で
気
づ
い
た
こ
と
を
手
が
か
り
に
、
話
し
合
い
の
流

れ
を
整
理
す
る
と
き
に
必
要
な
こ
と
を
グ
ル
ー
プ
で
話
し

合
お
う
。

　美
化
委
員
が
、
年
末
の

大
掃
除
で
重
点
的
に
掃
除

を
す
る
所
を
決
め
よ
う
と

し
て
い
る
。
進
行
役
に

な
っ
た
つ
も
り
で
話
し
合

い
の
様
子
を
視
聴
し
、
下

の
問
題
に
取
り
組
も
う
。

▼ 

二
次
元
コ
ー
ド
の 

 

動
画
を
視
聴
し
よ
う台本は１84ページ

年1 全128コンテンツ年2 全119  コンテンツ年3 全105コンテンツ
教材名 コンテンツ名

声を届ける 発表のしかた
野原はうたう 工藤直子さんインタビュー
はじまりの風 蜂飼耳さんインタビュー
情報を聞き取り、要点を伝える 情報を聞き取る（問題）

話の構成を工夫しよう 「スピーチ」のテーマ例
スピーチをする

情報を整理して説明しよう 書くことのミニレッスン
「説明」のテーマ例

文法への扉 1／文法 1 「文法への扉」ワーク／練習問題
情報収集の達人になろう SDGsについて考え、行動しよう
大人になれなかった弟たちに…… 米倉斉加年さんインタビュー記事
星の花が降るころに 銀木犀の写真
項目を立てて書こう 書くことのミニレッスン
読み手の立場に立つ 書くことのミニレッスン
方言と共通語 方言による発音の違い
聞き上手になろう 質問のしかた

「言葉」をもつ鳥、シジュウカラ シジュウカラの鳴き声
実験の様子

根拠を明確にして書こう 書くことのミニレッスン
「レポート」のテーマ例

文法への扉 2／文法 2 「文法への扉」ワーク／練習問題
聴きひたる 大阿蘇 朗読音声
音読を楽しむ いろは歌 朗読音声
蓬萊の玉の枝―「竹取物語」から 朗読音声
今に生きる言葉 朗読音声
「不便」の価値を見つめ直す 川上浩司さんインタビュー
進め方について考えよう 進め方について考える（問題）

話題や展開を捉えて話し合おう 「話し合い」のテーマ例
グループで話し合う

研究の現場にようこそ 二人の研究者のインタビュー記事
文法への扉 3／文法 3 「文法への扉」ワーク／練習問題

構成や描写を工夫して書こう 書くことのミニレッスン
「随筆」のテーマ例

国語の力試し 国語の力試し（問題）
語彙ブック 言葉の宝箱（小学校）
資料編 資料編デジタル
百人一首を味わう 朗読音声
全ての「学びのカギ」から 学びの地図
全ての新出漢字・新出音訓欄から 漢字の練習／漢字一覧表

裏表紙から 学校生活や社会生活に役立つ資料
※情報モラル、防災、SDGs等に関する動画

教材名 コンテンツ名
意見を聞き、適切さを判断する スピーチを聞く（問題）

文法への扉 1／文法 1 「文法への扉」ワーク／練習問題

説得力のある構成を考えよう
「スピーチ」のテーマ例
スピーチをする

学びて時に之を習ふ―「論語」から 朗読音声

作られた「物語」を超えて
ドラミングをするゴリラ
山極寿一さんインタビュー記事

論理の展開を意識して書こう
書くことのミニレッスン
「小論文」のテーマ例

俳句の創作教室 句会の様子

論理の展開を整える 書くことのミニレッスン

聞き上手になろう 対談をする

複数の意見を読んで、考えよう
気候変動に関する基礎資料
伊勢武史さん・堅達京子さん 
インタビュー

考えを効果的に伝えよう 
書くことのミニレッスン
「批評文」のテーマ例

文法への扉 2／文法 2 「文法への扉」ワーク／練習問題

聴きひたる 初恋 朗読音声

音読を楽しむ 古今和歌集 仮名序 朗読音声

君待つと―万葉・古今・新古今 朗読音声

夏草―「おくのほそ道」から 朗読音声

話し合いを効果的に進めよう 話し合いを効果的に進める（問題）

合意形成に向けて話し合おう
「会議」のテーマ例
会議を開く

国語の力試し 国語の力試し（問題）

語彙ブック
言葉の宝箱（小学校）
語彙ブック 1・2 年

資料編 資料編デジタル

全ての「学びのカギ」から 学びの地図

全ての新出漢字・新出音訓欄から 漢字の練習／漢字一覧表

裏表紙から 学校生活や社会生活に役立つ資料
※情報モラル、防災、SDGs等に関する動画

教材名 コンテンツ名
アイスプラネット イヌイットの写真

意見を聞き、整理して検討する 意見を聞く（問題）

文法への扉 1／文法 1 「文法への扉」ワーク／練習問題

魅力的な提案をしよう 「プレゼンテーション」のテーマ例
プレゼンテーションをする

枕草子 朗読音声

情報を整理して伝えよう 書くことのミニレッスン
「〇〇ガイド」のテーマ例

ヒューマノイド 伊坂幸太郎さんメッセージ

表現を工夫して書こう 書くことのミニレッスン

表現の効果を考える 書くことのミニレッスン

聞き上手になろう インタビューをする

適切な根拠を選んで書こう 書くことのミニレッスン
「意見文」のテーマ例

聴きひたる 月夜の浜辺 朗読音声

音読を楽しむ 平家物語 朗読音声

扇の的―「平家物語」から 朗読音声

仁和寺にある法師―「徒然草」から 朗読音声

漢詩の風景 朗読音声

君は「最後の晩餐」を知っているか 布施英利さんインタビュー

話し合いの流れを整理しよう 話し合いの流れを整理する（問題）
文法への扉 2／文法 2 「文法への扉」ワーク／練習問題

立場を尊重して話し合おう 「討論」のテーマ例
討論をする

文法への扉 3／文法 3 「文法への扉」ワーク／練習問題

描写を工夫して書こう 書くことのミニレッスン
「物語」のテーマ例

国語の力試し 国語の力試し（問題）

語彙ブック 言葉の宝箱（小学校）
語彙ブック 1年

資料編 資料編デジタル

全ての「学びのカギ」から 学びの地図

全ての新出漢字・新出音訓欄から 漢字の練習／漢字一覧表

裏表紙から 学校生活や社会生活に役立つ資料
※情報モラル、防災、SDGs等に関する動画

漢
文
の
訓
読

　漢
字
だ
け
で
書
か
れ
た
中
国
の
文
章
（
漢
文
）
を
、
日
本
語
と
し
て

読
む
こ
と
を
訓
読
と
い
う
。

訓
読
の
方
法

　漢
字
だ
け
で
書
か
れ
た
原
文
（
白
文
）
に
、
送
り
仮
名
や
句
読
点
、

読
む
順
序
を
表
す
返
り
点
を
補
い
、
日
本
語
と
し
て
読
め
る
よ
う
に
す

る
。
古
典
の
言
葉
・
仮
名
遣
い
を
用
い
る
。

⃝
�

送
り
仮
名
…
…
漢
字
の
送
り
仮
名
だ
け
で
な
く
、
助
詞
・
助
動
詞
な

ど
を
補
う
。
歴
史
的
仮
名
遣
い
を
用
い
る
。
訓
読
の
と
き
は
、
漢
字

の
右
下
に
片
仮
名
で
小
さ
く
書
く
。

⃝
�

返
り
点
…
…
読
む
順
序
を
表
す
記
号
。
漢
字
の
並
び
を
日
本
語
の
語

順
に
入
れ
替か

え
る
と
き
に
使
う
。
漢
字
の
左
下
に
添
え
る
。

⃝

句
読
点
…
…
「
、」「
。」
な
ど
。
原
文
の
句
や
文
の
切
れ
目
に
補
う
。

返
り
点
の
種
類

⃝

レ
点
＝
下
の
一
字
か
ら
、
す
ぐ
上
の
一
字
に
返
っ
て
読
む
。

学
ビ
テ

  

而 

不ざ  

思ハ 

則す
な
は 

罔く
ら 

。
思

ヒ
テ

  

而 

不
レ
バ

  

学バ 

則チ 

殆あ
や
ふ 

。

①

③
レ
バ

レ

②

④
チ

⑤
シ

⑥

⑧
レ

⑦

⑨

⑩
シ

⃝

一
・
二
点
＝
二
字
以
上
を
隔
て
て
、
上
に
返
っ
て
読
む
。

⃝

上
・
下
点
＝
一
・
二
点
を
挟
み
、
さ
ら
に
返
っ
て
読
む
。

学
ビ
テ

  

而 

時ニ 

習フ 

之こ
れ 

、
不ず 

亦ま
た 

説よ
ろ
こ 

 

乎や 

。

①

②

④
レ

③
ヲ

⑦
二

⑤

⑥
バ
シ
カ
ラ

一

⑧

有リ 

朋と
も 

自よ 

遠 

方 

来
タ
ル

 

、
不 

亦 

楽
シ
カ
ラ

  

乎 

。

⑥
下

①

④
リ二

②

③
一

⑤
上

⑨
二

⑦

⑧
一

⑩

温
メ
テ

  

故ふ
る  

而 

知
レ
バ

  

新
シ
キ
ヲ

 

、
可べ  

以も
つ  

為た  

師 

矣 

。

②
レ

①

キ
ヲ

④
レ

③

⑧
シ二

⑤
テ

⑦
ル㆑

⑥

　な
お
、「
温
故
而
知
新
」
の
「
而
」
や
、「
可
以
為
師
矣
」
の
「
矣
」

な
ど
の
よ
う
に
、
白
文
に
あ
っ
て
も
訓
読
す
る
と
き
に
は
読
ま
な
い
文

字
を
置
き
字
と
い
う
。
置
き
字
は
、
書
き
下
し
文
に
す
る
際
に
も
省
く
。

⃝

一レ
＝
一
点
と
レ
点
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
。
レ
点
に
従
っ
て
読
ん
で

か
ら
二
点
に
返
る
。

A/a

a
あ

K/k

S/s

T/t

N/n

H/h

M/m

Y/y

R/r

W/w

G/g

Z/z

D/d

B/b

P/p

I/i U/u E/e O/o
ア段大文字 イ段 ウ段 エ段 オ段

ア
行
カ
行

サ
行

タ
行

ナ
行

ハ
行

マ
行
ヤ
行
ラ
行

ワ
行

ン

ガ
行

ザ
行

ダ
行

バ
行
パ
行

i
い

u
う

e
え

o
お

ka
か

ki
き

ku
く

ke
け

ko
こ

kya
きゃ

kyu
きゅ

kyo
きょ

na
な

ni
に

nu
ぬ

ne
ね

no
の

nya
にゃ

nyu
にゅ

nyo
にょ

ma
ま

mi
み

mu
む

me
め

mo
も

mya
みゃ

myu
みゅ

myo
みょ

ya
や

(i)
（い）

yu
ゆ

(e)
（え）

yo
よ

ra
ら

ri
り

ru
る

re
れ

ro
ろ

rya
りゃ

ryu
りゅ

ryo
りょ

wa
わ

(i)
（い）

(u)
（う）

(e)
（え）

[wo]
(o)
を※

n
ん

ga
が

gi
ぎ

gu
ぐ

ge
げ

go
ご

gya
ぎゃ

gyu
ぎゅ

gyo
ぎょ

ba
ば

bi
び

bu
ぶ

be
べ

bo
ぼ

bya
びゃ

byu
びゅ

byo
びょ

pa
ぱ

pi
ぴ

pu
ぷ

pe
ぺ

po
ぽ

pya
ぴゃ

pyu
ぴゅ

pyo
ぴょ

sa
さ

[shi]
si
し

su
す

se
せ

so
そ

[sha]
sya
しゃ

[shu]
syu
しゅ

[sho]
syo
しょ

ta
た

[chi]
ti
ち

[tsu]
tu
つ

te
て

to
と

[cha]
tya
ちゃ

[chu]
tyu
ちゅ

[cho]
tyo
ちょ

ha
は

hi
ひ

[fu]
hu
ふ

he
へ

ho
ほ

hya
ひゃ

hyu
ひゅ

hyo
ひょ

za
ざ

[ ji]
zi
じ

zu
ず

ze
ぜ

zo
ぞ

[ ja]
zya
じゃ

[ ju]
zyu
じゅ

[ jo]
zyo
じょ

da
だ

[di]
(zi)
ぢ

[du]
(zu)
づ

de
で

do
ど

[dya]
(zya)
ぢゃ

[dyu]
(zyu)
ぢゅ

[dyo]
(zyo)
ぢょ

小文字

※

※ ※ ※ ※ ※

ローマ字一覧表

［　　］の中の書き方も使うことができる。（　）は、重ねて出してあるもの。
※コンピュータに文字を入力するときは、次のように打つ。
　を→wo　ん→nn　ぢ→di　づ→du　ぢゃ→dya　ぢゅ→dyu　ぢょ→dyo

キーボード配列表
https://m-manabi.jp/07c/kokugo3/u24/p13.html

漢文の訓読

ローマ字一覧表

こ
れ
ま
で
の
学
び
を
こ
れ
か
ら
に

生
か
す 「
学
び
の
地
図
」

Q
R
か
ら
始
ま
る
新
し
い
学
び

「
話
し
合
い
（
進
行
）」 教
材

   

一
人
一
人
の
課
題
や
疑
問
に
応
じ
て

「
資
料
編
デ
ジ
タ
ル
」 お試しは

こちら
お試しは
こちら

お試しは
こちら

学
習
の
ポ
イ
ン
ト

「
学
び
の
カ
ギ
」
の
検
索
ツ
ー
ル

51 新しい視点で ● ちょっと立ち止
まって

言の
葉ポケット

　本文から「見
る」ことに関す

る言葉や慣用句
を抜き出し、注

目の度

合いや、見る時
間の長さの順に

整理してみよう
。

【
文
章
の
構
成
の
例
】

文
章
全
体
を
見
わ
た
し
、
大
き
く
つ
か
む
。

⃝
�

文
章
全
体
が
、
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い

る
か
を
と
ら
え
る
と
、
内
容
を
整
理
し
た
り
、

要
旨
を
と
ら
え
た
り
す
る
こ
と
に
役
立
つ
。

⃝
�

説
明
的
な
文
章
は
、
次
の
よ
う
な
典
型
的
な
構

成
の
型
を
ふ
ま
え
て
書
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　例

　初
め
・
中
・
終
わ
り

　
　
　序
論
・
本
論
・
結
論

導
入

話
題
提
示
・
問
題
提
起な

ど

ま
と
め

筆
者
の
主
張
（
序
論
で
述

べ
る
こ
と
も
あ
る
）�

な
ど

具
体
的
な
説
明

・
事
例

・
理
由

・
仮
説
→
検
証�

な
ど

序論
本論

結論

51ページ

文章の構成
185ページ

目的に応じた要約

137ページ

構成や展開の効果

45ページ

段落の役割

文
章
の
構
成
に
着
目
す
る

学びの
カギ

【
学
習
で
用
い
る
言
葉
】

要
旨

　文
章
の
内
容
や
、
筆
者
の
考
え
の
中
心
と

な
る
事こ
と

柄が
ら

の
こ
と
。「
結
論
」
の
ま
と
ま
り
に
表

れ
る
こ
と
が
多
い
。

「
学
び
の
カ
ギ
」一
覧

278
ページ

学
び
の

地
図

Q 
R
コ
ン
テ
ン
ツ
一
覧

写真
動画

資料
音声
ワーク

目次目次目次

他学年や
小学校の
内容も

聴解力を
養う

※ 

Q 

R
コ
ン
テ
ン
ツ
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
ま
た
は
P 

C
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

7 6



340資料 ● ICT 活用のヒント341

国語の学習の中で、ICT 機器を活用すると効果的な場面を示してい

る。使用してよいかどうかを確かめたうえで、主体的に活用しよう。

教科書の該
がい

当
とう

ページに示されている二次元コードから、学習の参考と
なる資料を読み取ることができる。インターネットの環

かん

境
きょう

によっては、
通信料が発生する場合があるので注意しよう。

ICT 活用のヒント

読 む 読むこと話す
聞く 話すこと・聞くこと 書く 書くこと

見通しを
もつ

知識・技能
の習得

情報収集
情報整理

自分の
考えを
深める

考えを
表現する

友達との
交流・共有

振
ふ

り返る

ICT の
活用場面

1 集める・整理する

 
右表❹書くことのミニレッスン 
書く前の準備運動。小学校で学ん 
だ基

き

礎
そ

・基本を思い出そう。

1 捉
とら

える
文章の構成と内容を確かめよう。

 右表❽漢字の練習／漢字一覧表
その教材で学ぶ新出漢字・新出音訓
の読み方を確認しよう。

   右表❼朗読音声 
古典の文章の読み方を確認し、読み
慣れるまで音読しよう。

1 集める・整理する
ICT を活用して、情報を集めたり整理
したりしよう。

  右表❸「話す・聞く」表現テーマ例集 
何を話すか迷ったら参考にしよう。

2 組み立てる 3 伝え合う 
動画や音声を視

し

 
聴
ちょう

し、効果的な 
話し方や話し合 
いのしかたを確 
かめよう。

 右表 ❷「話す・聞く」動画・音声

録音・録画機能を生かして練習するのも
効果的だ。
　 ICT  録画して自分の話し方を確かめる
　　　  35ページ

2 組み立てる 3 表現する 
ICT 機器を使うと、構成の変

へん

更
こう

や推
すい

敲
こう

、
下書き段階での情報共有がしやすい。

ICT  案内文
　　　 117ページ

ICT  レポート
　　　 142ページ

ICT  書きだしを共有
　　  する  230ページ

ICT  発表用資料
　　　 236ページ

  右表❹書くことのミニレッスン 
推敲する  118ページ（推敲の練習問題）

2 読み深める
示された図表や写真、動画や音声などと
関連づけながら、理解を深めよう。

 右表 ❻「読むこと」教材の資料

（実験の様子の映像）

4 共有する
録音・録画した活動を視聴し、確認しよう。
ICT  録画して振り返る  194ページ

4 共有する
ICTを活用して、助言や感想を交流しよう。
ICT  コメント機能で交流する  143ページ

3 自分の考えをもつ
著者の考えと比 
べながら、自分 
の考えをもとう。

 右表 ❻
　　 「読むこと」教材の資料

右表❶︎学びの地図　デジタル版「学びのカギ」一覧。

これから学ぶこと、これまでに学んだことが、いつでも確
かく

認
にん

できる。

右表❶︎学びの地図
ここで学んだことが、今後どのような学習

に生かせるかを確かめ、次につなげよう。

右表❶︎国語の力試
だめ

し
身につけた資質・能力を生かして、問題に取り

組もう。タブレットやパソコンでも解答できる。

ジャージャー

ありオン ふりがな　全画面　 なし身につけた資質・能力を活用して、問題に取り組もう。
国語の力試し

読 む
もう一度 初めから解く　

発酵とは、どのような現象か。25字で抜き出そう。	
	 ［10 点］

1▶次の文章は、微生物の働きについて述べたものである。

　イースト菌や乳酸菌などの名を聞いたことがある人は多いだ
ろう。それらが微生物である。住居を汚したり、食べ物を腐ら
せたりするカビのように、人間の健康や生活に害を与える微生
物もいるが、いっぽうで、人間の生活に役立つ微生物も多い。
例えば、乳酸菌は、牛や羊のミルクを分解して乳酸を作り出す。
これによって、ミルクはヨーグルトに変化する。
　このように、微生物が物質を分解し、他の物質に変えて放出
する現象を発酵とよぶ。パンやしょうゆ、納豆、かつお節など、
多くの食品が発酵を利用して作られている。（中略）
　微生物のこうした働きは、地球環境を支えるうえでも大きな
役割を果たしている。秋、公園や庭にたまった落ち葉はいつの
まにか腐り、土に戻っているが、落ち葉を分解して土に変えた

❶見通しをもつ・振り返る ❼朗読音声

29他

1
学びの地図
※全ての「学びのカギ」から閲覧可能。

148   大
おお

阿
あ

蘇
そ

154   いろは歌

262 国語の力試し 156   竹
たけ

取
とり

物語
❷「話す・聞く」動画・音声 170   矛

む

盾
じゅん

16  発表のしかた 306   百人一首

31   情報を聞き取る（問題） ❽新出漢字・新出音訓
36  スピーチをする 27他

1
1

漢字の練習／漢字一覧表
※ 全ての新出漢字・新出音訓欄

らん

から
閲覧可能。漢字教材は一覧表のみ。

122  質問のしかた

189  進め方について考える（問題）

194  グループで話し合う ❾「文法への扉
とびら

」ワーク／練習問題
264  国語の力試し（問題） 75 文法への扉 1 242 文法 1

❸「話す・聞く」表現テーマ例集 147 文法への扉 2 246 文法 2

34「スピーチ」のテーマ例 223 文法への扉 3 251 文法 3

192 「話し合い」のテーマ例 ❿言葉／語
ご

彙
い

教材の資料
❹書くことのミニレッスン（ワーク） 120  方言による発音の違

ちが

い
54 情報を整理する 267 言葉の宝箱（小学校）

116 文末表現をそろえる ⓫情報／読書教材の資料
118 推敲する 78  SDGsについて考え、行動しよう

140 話し言葉を書き言葉に改める／
引用のしかたを知る

202 研究の現場にようこそ

⓬資料編
228 一文を短くする 275 資料編デジタル

❺「書くこと」表現テーマ例集 ・発想を広げる―表現テーマ例集

54「説明」のテーマ例 ・読書感想文の書き方

140「レポート」のテーマ例 ・文章の推敲・原
げん

稿
こう

用紙の使い方

228「随
ずい

筆
ひつ

」のテーマ例 ・敬語を使う

❻「読むこと」教材の資料 ・手紙の書き方

17  工
く

藤
どう

直
なお

子
こ

さんインタビュー ・インタビューをする

27  蜂
はち

飼
かい

 耳
みみ

さんインタビュー ・インターネットの活用

103 米
よね

倉
くら

斉
まさ

加
か

年
ね

さんインタビュー
記事

・グラフの見方／引用・出典

・話し合いの方法

106 銀
ぎん

木
もく

犀
せい

の写真 ・平仮名と片仮名（五十音図）

131  シジュウカラの鳴き声 ・ローマ字一覧表

133  実験の様子 ・キーボード配列表

183  川
かわ

上
かみ

浩
ひろ

司
し

さんインタビュー

二次元コード一覧
デ
ジ
タ
ル

資
料
目
次

ICT を活用すると効果的な学習場面。ICT

ミニレッスンの解答を表示　書く

資料を引用して報告する
根拠を明確にして書こう

書くことのミニレッスン 表現テーマ例集書くことのミニレッスン 表現テーマ例集

ありオン ふりがな　全画面　 なし

［元の文］ ［修正文（左の文の下線部を直す）］

　「危ない」「悪いことや危険なことが起こりそうな
状態だ」とかの意味で、「やばい」という言葉を使
うことは昔からあったし、国語辞典にもその意味は
載ってる。

　「危ない」「悪いことや危険なことが起こりそうな
状態だ」   の意味で、「やばい」という言葉
を使うことは昔からあった   国語辞典に
もその意味は  。

1 1

▶   高木さんは、「やばい」という言葉について、レポートを書いている。 
　　　 線部を、意見文にふさわしい表現に書き換えよう。

話し言葉を書き言葉に改める

二次元コードから学習の参考資料を閲
えつ

覧
らん

できる。

ICT活用のヒント ─深まる、広がる、国語の学び

　教科書の後見返しには、学習の中で ICT機器を活用すると効果的な場面を一覧で示しました。

35 学びをひらく ● 話の構成を工夫しよう

35ページ
話の構成

235ページ
振り返る 193ページ

話題や展開 122ページ
質問

⃝
�

話
す
目
的
や
話
題
を
確
認
し
、
自
分
が
伝
え

た
い
こ
と
を
明
確
に
す
る
。

⃝
�

聞
き
手
の
立
場
に
立
っ
て
、
わ
か
り
や
す
い

話
の
構
成
や
表
現
に
な
る
よ
う
工
夫
す
る
。

　・�

順
序
を
表
す
言
葉
を
用
い
る
。

　・��

話
の
始
め
方
や
終
わ
り
方
を
工
夫
す
る
。

　・
自
分
の
体
験
な
ど
の
具
体
例
を
入
れ
る
。

　・��

資
料
を
示
す
タ
イ
ミ
ン
グ
を
工
夫
す
る
。

　聞
き
手
に
わ
か
り
や
す
く
伝
わ
る

よ
う
に
す
る
に
は
、
話
の
構
成
を
ど

う
工
夫
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
。

中
川
さ
ん

学びの
カギ

わ
か
り
や
す
い
話
の
構
成
を
考
え
る

ICT

録画して
自分の話し方
を確かめる

［
最
初
の
構
成
案
］

［
改
善
案
］

・
ミ
ス
テ
リ
ー
が
好
き（
写
真
提
示
）

・
聞
き
手
へ
の
問
い
か
け

・
ミ
ス
テ
リ
ー
が
好
き（
写
真
提
示
）

終わり

終わり

唐と
う

突と
つ

な
印
象
？

・
ミ
ス
テ
リ
ー
が
好
き
な
理
由

・
な
か
で
も
好
き
な
作
品

・
な
か
で
も
好
き
な
作
品

・
聞
き
手
へ
の
呼
び
か
け

・
し
め
く
く
り

・
聞
き
手
へ
の
呼
び
か
け

・
し
め
く
く
り

前
後
の
つ
な
が
り 

△△

前
後
の
つ
な
が
り 

◯◯

導
入
を
追
加
（
興
味
を
引
く
）

⃝

目
的 

…
… 「
み
ん
な
の
知
ら
な
い
私
の
一
面
」
を
伝
え
る

⃝

話
題 

…
… 

ミ
ス
テ
リ
ー
が
好
き
（
家
の
本
だ
な
の
写
真
を
見
せ
る
）

⃝

時
間 

…
… 

一
分
程
度
（
一
分
間
で
三
百
字
程
度
が
目
安
）

　練習の様子を録画して、構成や話し方の改善点を見つけよう。

341ページ

学
び
の

地
図

「
学
び
の
カ
ギ
」一
覧

280
ページ

中

中

初め

初め

理
由
①

理
由
②

理
由
③

情報が多い

しぼりこむ

・
ミ
ス
テ
リ
ー
が
好
き
な
理
由

理
由
①

理
由
②

削さ
く

除じ
ょ

入れかえ？

内容解説資料

子どもたちの未来のために、光村図書は、教科書の作成にあたって、「環境」
「健康」「子どもの特性」に配慮しています。
●  原料や製法など、環境に配慮した紙を使用しました。
●  環境と健康にやさしい、エコマーク認定の植物油インキで印刷しました。
●  生徒の負担を軽減するため、堅牢で薄い紙を開発し、使用しています。
●  カラーユニバーサルデザインに関して、細心の注意を払いました。
●  生徒の学習負担を軽減するように配慮された書体を使用しました。
●  特別支援教育の視点から、専門家の入念な校閲を受けました。

QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。

発行者 吉田直樹
発行所  光村図書出版株式会社 

〒 141-8675  
 東京都品川区上大崎 2-19-9 
 電話 03-3493-2111（代表）
印刷 協和オフセット印刷株式会社
デザイン 株式会社 dig
イラスト みずす

▼  光村図書ウェブサイト

光村図書

　

最
新
の
P
I
S
A
２
０
２
２
に
お
け
る

「
I
C
T
を
用
い
た
探
究
型
の
教
育
の
頻
度
」

の
指
標
で
、
日
本
は
O
E
C
D
の
調
査
参
加

29
か
国
中
最
下
位
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

情
報
化
が
加
速
す
る
こ
れ
か
ら
の
時
代
、

I
C
T
機
器
を
用
い
た
文
章
の
読
み
書
き

や
情
報
収
集
は
必
須
の
能
力
と
な
り
ま
す
。

I
C
T
機
器
の
活
用
方
法
を
、
主
体
的
に
考

え
、
実
践
す
る
こ
と
が
、
実
社
会
で
役
立
つ

力
の
習
得
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

実
社
会
で
役
立
つ
力
を

池
上 

彰
さ
ん

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

本編の
ICTマーク
とリンク


